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実務経験のある教員に
よる授業科目

該当しない

○授業の目的・概要等 ○その他

授業の目的

人間として一番大切なことを、思想の歴史を通して学ぶ。
西洋の歴史から、人間として一番大切なことは何かを知り、身に着けられるようにする。
どの地域でどのような仕事をする際にも必要な、普遍的視点を身に着けてもらうことを目標としてい
ます。

・できるだけ顔と顔を合わせて話をしたいと思います。研究室を訪ねてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　・レポートは次回のゼミの際に採点して返却します。

授業の概要

ルターやカルヴァン、イギリスの宗教改革者たちの思想を取り上げます。
世界史上一番大切な出来事から、人間として一番大切なことは何かを考えます。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式 「該当しない」

（３）アクティブ・ラーニング 双方向授業

授業コード E002555 クラス名 古川ゼミ

担当教員名 古川　順一

地域志向科目 該当しない

履修上の注意、
履修条件

人間として一番大切なことについて勉強したい人なら、だれでも歓迎です。
出席して、話をよく聴いて下さい。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
基本的に毎回レポートを提出してもらいます。レポートは次回のゼミで返却します。
［Sレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標を満たしている。
［Aレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標をほぼ満たしている。
［Bレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標をかなり満たしている。
［Cレベル］単位を修得するために到達すべき到達目標を一部分満たしている。

教科書 ゼミでその都度指示する

参考文献及び指定図
書

村松他『はじめて学ぶ西洋思想』（ミネルヴァ書房）
日本イギリス哲学会編『イギリス哲学・思想史事典』（研究社）（電子版あり）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　その他その都度ゼミで指示する。

関連科目 西洋経済史、経済学史

【思考・判断・創造】
①人間として一番大切なものについて深く考え、社会事象に
ついて正しい視点から考察できる。 20点

必修・選択区分 必修
【知識・理解】

①人間として一番大切なものを大切にする社会、文化、思想
について理解し、経済学の背景となる基礎知識、専門知識を
習得する。②①を通じて、現代社会の問題を発見し、解決す
ることができる。

10点

【技能・表現・
　コミュニケーション】

①人間として一番大切なもののために生きることができるよう
になり、正しいプレゼンテーション能力を身に着ける。 5点

①人間として一番大切なものを学び続ける姿勢を身に着け
る。②①を通じて、社会人としての真の責任感や、倫理観を
身に着ける。

50点 15点
単位数 2 配当学年 / 開講期 2 年 / 後期

ナンバリングコード E21202
大分類 / 難易度
科目分野

経営経済学科 専門科目 / 標準レベル
ゼミナール

【関心・意欲・態度】

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○基本情報 ○成績評価の指標 ○成績評価基準（合計100点）

科目名（英） ゼミナールⅡＢ （SeminarⅡＢ ） 到達目標の観点 到達目標
テスト

（期末試験・中
間確認等）

提出物
（レポート・作

品等）

無形成果
（発表・その

他）
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科 目 名 ： ゼミナールⅡＢ （SeminarⅡＢ ） 科 目 名 ： ゼミナールⅡＢ （SeminarⅡＢ ）
担当教員： 担当教員：

１. ９.

 （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

２. 10.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

３. 11.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

４. 12.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

５. 13.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

６. 14.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

７. 15.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

８. 16.

（約2.0h）
（約2.0h）復習： やった内容をノートにまとめる。 復習：

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　　                                      
           今回はとくに、ドイツにおける宗教改革の広がりについて学びます。

予習： 参考書を読む（バッハについて）。 予習：

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　　                                      
        今回はとくに、ルターの宗教改革と、ドイツにおける宗教改革の広がりについて学びます。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        
     　今回はとくに、イングランドの宗教改革とピューリタンについて学びます。

予習： 参考書を読む（ルターについて）。 予習： 参考書を読む（ピューリタンについて）。
復習： やった内容をノートにまとめる。 復習： やった内容をノートにまとめる。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        
      　今回はとくに、ルターの宗教改革の総まとめをします。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        
     　今回はとくに、イングランドの宗教改革について学びます。

予習： 参考書を読む（ルターについて）。 予習： 参考書を読む（ティンダルについて）。
復習： やった内容をノートにまとめる。 復習： やった内容をノートにまとめる。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        
         　今回はとくに、ルターの宗教改革について学びます。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　　                                      
       　今回はとくに、イングランドの宗教改革について学びます。

予習： 参考書を読む（ルターについて）。 予習： 参考書を読む（ウィクリフについて）。
復習： やった内容をノートにまとめる。 復習： やった内容をノートにまとめる。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        
        　今回はとくに、ルターの宗教改革について学びます。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        
     　今回はとくに、スコットランドの宗教改革について学びます。

予習： 参考書を読む（ルターについて）。 予習： 参考書を読む（ノックスについて）。
復習： やった内容をノートにまとめる。 復習： やった内容をノートにまとめる。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        
       　今回はとくに、ルターの宗教改革について学びます。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　　                                      
        今回はとくに、カルヴァンの宗教改革について学びます。

予習： 参考書を読む（ルターについて）。 予習： 参考書を読む（カルヴァンについて）。
復習： やった内容をノートにまとめる。 復習： やった内容をノートにまとめる。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　　                                      
       今回はとくに、前期のゼミナールⅡＡの内容の復習をします。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。 
  
  
  
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　                                        

予習： 参考書を読む（古代ギリシア・ローマからルネサンスまでについて）。 予習： 参考書を読む（カルヴァンについて）。
復習： やった内容をノートにまとめる。 復習： やった内容をノートにまとめる。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。

近代の基盤となった、１６、１７世紀の思想を中心に取り上げます。
宗教改革を中心に学びます。特にドイツ、スイス、イギリスの宗教改革を考えます。　　　　　　　　　                                      
        今回はとくに、カルヴァンの宗教改革について学びます。

予習： 参考書を読む（古代ギリシア・ローマからルネサンスまでについて）。 予習： 参考書を読む（カルヴァンについて）。
復習： やった内容をノートにまとめる。 復習： やった内容をノートにまとめる。

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
授業コード：E002555

○授業計画
授業コード：E002555

古川　順一 古川　順一

学修内容 学修内容


